
この期間に第１回目の
報告書を提出しても

差し支えありませんが、
報告日が基準日となります。

報告期限の
３ヶ月前

報告期限の
３ヶ月前

この期間の任意の
時期に第１回目の
報告書を提出して
ください。

定期報告書の提出時期（建築物の場合）

（注） この図解は、建築物の報告をする場合のものです。
　　　 建築設備・防火設備及び昇降機の場合は、『２年（又は３年）』を
　　 　『１年』と読み替えます。同様に、『報告期限の３ヶ月 前』は『報
　　　 告期限の１ヶ月前』となります。

　　 ■なお防火設備の第1回目の報告期限は上記表とは異なります。
　　　 平成30年6月1日から平成31年5月31日までの期間に第1回目の
　　　 報告となります。
　　　（詳細は、定期報告の対象となる建築物一覧の「既存の防火設備等
　　　 の報告の時期について」を参照下さい。
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